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一

有
で

あ
る
非

想
非
非
想
処
（

量
く

霧
餌

且
鼠−
鼠
ω

。゚

ぢ
ヨ
鋤

山

冨
欝

鬘）

の

報

果
〔
＜

ぢ

鋒
¢−
O
げ

巴

巴

を

成

じ

る

思

が、

世

善

中

の

最
大
の

果

（

ヨ
帥

げ
倒
ー

ロ

『

巴

讐
P
日
鋤）

を

招
く
と

説
く

。

」

と

さ
れ
る

。

こ

の

よ

う
に

無

間
業
の

最
大
罪
は

破
和
合
僧
と
さ
れ
、

世
間
の

善
の

最
大
果
は
、

非
想
非

非
想

処
の

報
果
を
成
じ

る

思
と

す
る

。

そ
れ

ら
の

理

由
と
し
て
一

七
一

偈

の

長

行
に

は
、

「

こ

れ

を

最

悪
と

な

す
。

法
身
（

穿
霞
ヨ
餌−
P

霞
剛

蕁）

を

転
ぜ

ず
以
て

の

故
に

。

」

（
大
正一
、

八

巻
八

九
九

頁
中

段
一

五

行
か

ら

＝
ハ

行
∀

。

「

未
だ

超

昇
離
牛

せ
ざ

る

者
は

超

昇
離
生
せ

ず、

亦
、

得
果
も

無

く
」

（
中

段
二

〇
行）

と

述
べ
、

最
大
罪
と

し

て

破
和
A
口

僧
は

、

仏
の

法

身
を
転
ぜ

ず
、

世
間
の

解
脱
の

道
を
障

す
る

に

よ
っ

て

で

あ
る

。

ま
た、

「

彼
の

思
は

永
く
］

切
の

煩

悩
を

断
じ
て

得

果
す
る

を

以
て

の

故
に
。

」

（

大
正
二

八

巻
八
九
九

頁
中
段
二

九

行
か
ら
下

段
一

行）

と

述
べ
、

最

大

果
と

し
て

の

非

想
非

非
想
処
は

、

八

万

大
劫
の

間、

得
果
し
て

極
寂

静
で

あ
る

に

よ

っ

て

で

あ
る

。

『

倶
舎
論
」

で

『

雑
心
論
」

の

相
応
す
る

の

は
、

業
品
一

〇
七
偈
と

そ
の

長
行
（
大
正
二

九
巻
九
四

頁
中
段
二

行
か
ら
二

〇

行）

で

あ
る

。

こ

の

漢

本
に
相

当
す
る

プ

ラ

ダ
ン

本
の

梵
文
（

『

〉
円
』

）

は
、

二

六
四

頁
二

行
か

ら
一

九

行
で

あ
る
。

ま
た

梵
文

「

称
友
疏
』

（
萩

原
本

『

〉
内
く
』

）

で

は
、

四

三
〇

頁
五

行
か
ら
一

六

行
で

あ
る
。

『

倶
舎

論
』

漢

本
と

梵
本
と

も、

『

雑
心

論
』

と

相
違
し

な
い

。

た

だ

無

間
業
の

罪
の

重
さ
を
、

順

序
だ
て

て

説

明
し
て

い

る
。

「

余
の

無
間
の

罪
は

其
の

次
第
の

如
く

。

五
と

三

と
一

と
、

後
後
に

漸
に

軽
く、

第
二

は

最
も

軽

し。

恩
等
少
き
が

故
に

。

」

（
大
正一
．

九
巻
九
四

頁
中
段
一

〇
行
か

ら

＝
一

行）
。

こ

の

よ

う
に

、

破
和
合
僧
が

無
間
業
中
で

最
も

罪
が

重
く、

次
い

で

第
五

の

出
仏
身
血
、

箜．一
の

殺
阿
羅
漢、

第
一

の

殺
母
の

順
で

軽
く
な

り、

第
二

の

殺
父
は

恩
等
が
少

な
い

の

で

最
も

軽
い

と
さ
れ

る
。

『

順
正

理
論
』

は

「

無
間
地
獄
の
一

劫
の

異
熟
を

招
く

。

」

（
大
正
二

九

巻
五

九
〇

頁
上

段
九

行
）

と

延
べ

、

『

雑
心

論
』

の

「

法
輪
を

転
ぜ

ず
」

の

補
足
を

し

て

い

る
。

　
以

上

の

こ

と
か

ら

『

雑
心

論
』

「

倶
舎
論』

に

は
述
べ

ら
れ

て

い

な
い

が
、

な
ぜ

異
熟

果
に

約
す

最
大
果
を

説
い

た

の

か
、

と、一．
自

え
ば

、

「

順
正

理
論
』

に

は

「

こ

れ
を

簡
ば
ん

が
た
め
の

故
に、

世
の

善
の

言
を

説
く
。

」

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
　

　
え

ら

（
大
正
二

九

巻
五

九
〇

頁
上

段
二

〇

行）

と

延
べ
、

第
一

有
を

簡
ぶ

た
め

に

説
い

た
、

と

さ

れ

る
。

な
ぜ

な
ら

離
繋
果
に

約
せ

ば

阿

羅
漢
に

達
す

る
、

金
剛
喩
定
と

相
応

す
る

思
が

異
熟
果
に

約
す
と

第
一

有
の

思
で

あ
っ

て
、

最
大
の

果
を

招
く
か

ら
で

あ
る

。

ま
た

な
ぜ

破
和

合
僧
が

無
間

業

 
口

譬
β

曼
曽

ぢ

詳

鷲
日
簿）

の

最
大
罪
と

説
い

た

の

か
、

に

つ

い

て

は
、

無
間
業
は

業
障
（
吋

母
ヨ
鯛

く
p

蕁
届）

の

こ

と

で

あ
る

か

ら
、

聖

道
や

善

根
の

起
る
の

を

妨
ぐ
重

大
な
障

害
で

あ
る
こ

と

を
示
す
た

め
、

最

大
罪
と

し
て

破
和
合
僧
（
ω

⇔

B
帥q
ぽ
帥
−

σ
げ
 

畠

巴

を
述
べ

た
の

で

あ
ろ

う
。

古
代
イ
ン

ド
に
お

け
る

支
配
に
つ

い

て

　
　

　

く
9。

鐙

と

く

霧
国

杉
　
岡

　
信

　
行

　
バ

ラ

モ

ン

教
と

紀
元
前
五

⊥
ハ

世
紀
の

仏
教
・

ジ

ャ

イ
ナ
教

興
起
時

代

の

思
想
中
で
、

ヴ
ェ

ー

ダ
語
・

サ
ン

ス

ク

リ

ッ

ト
語
の

く

詠
p

と
パ

ー

リ

語
・

半
マ

ガ

ダ
語
の

く
p
ω

。゚

と
、

こ

れ
ら
の

派
生

語
・

複
合

語
と

が
使
用

さ
れ
て

い

る

文
脈
に

検
討
を

く
わ

え
る

。

　
『

リ

グ
・

ヴ
エ

ー

ダ

讃
歌
』

の

第
一

〇

巻
、

第
一

九
〇

讃
歌
は

タ
パ

ス

（
熱
力）

の

歌
で

あ
る

。

そ
の

第
二

詩
を

引
用

す
る

。

「

浪
だ
つ

大
海
よ
り
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歳
（
時
間
）

は
生

じ
た

り
、

昼

夜
を

配

分
し

、

一

切
の

瞬
く
も
の

（
生

物
）

を

支
配

す
る

〔
歳
は）
」

（
辻
直
四

郎
訳
）

。

す
な
わ

ち、

浪
だ
つ

大

海
よ

り
生

じ
た

歳
（
時
間
）

が、

一

切
の

瞬
く

も
の

（

生

物
）

を

支
配

（

＜
p二
盟）

す
る

と
い

う
内

容
で

あ
る

。

　
団
ア

タ

ル

ヴ
ァ

・

ヴ
エ

ー

ダ
」

（
六、

八

六
、

二
）

か

ら

引
用

す
る

。

「

大

海
は

潮
流
の

所
有
者
で

あ
る

。

ア

グ

ニ

は

大
地
の

支

配
者
で

あ
る

。

月
は

星
々

の

所
有

者
で

あ
る

。

…
…

」 。

U°
O
げ
帥

巳
は

ア

グ

ニ

を

太
陽

と

訳
す
が
、

い

ず
れ
に

せ
よ

大
地
の

支
配
者

（

〈
鋤

爾）

で

あ
る

。

す
な
わ

ち
、

神
々

あ
る

い

は

上

位
者
が

下
位
の

も
の

ど
も
を

支
配
し

て

い

る

の

で

あ
る

。

　

古
ウ

パ

ニ

シ

ャ

ッ

ド
の

中
か

ら
ア

ー

ト
マ

ン

に

よ
る

支
配
を

見
て

み

よ

う
。

「

心

臓
の

内
部
の

こ

の

虚
空

、

そ
こ

に
一

切
の

支
配

者
（
＜

器
U

と

し

て
、

一

切
の

主
と

し
て
、

一

切
の

君
主
と
し

て
、

そ
れ

は

横
た

わ
っ

て

い

る
」

（
bd
＞
d’
四

、

四
、

二

二
、

湯
田

豊
訳
）

。

そ
れ
と
は

、

不
生
の

ア

ー

ト

マ

ン

の

こ

と

で

あ
る

。

　

仏
教
や

ジ

ャ

イ
ナ
教
は
、

右
に

見
て

き
た
バ

ラ

モ

ン

教
に

反
対
し

て

出

現
し

た
の

で

あ
る

が、

神
に

よ

る

支
配
に

つ

い

て

も
記
録
を

残
し

て

い

る
。

南
伝
上

座
部
の

『

梵
網
経
』

等
が
そ
れ

で

あ
る

。

「

わ
れ

は

梵
天
な

り
。

大
梵
天

な
り

。

全
能
に
し
て

打
ち

勝
た
る

る

こ

と
な

く、

何
れ

の

も
の

を

も
見、

一

切
を

支
配
し
て
、

世
界
の

自

在
主

な
り

。

す
べ

て

の

も
の

の

創

造
主
で

化
生

主
、

最
上
の

能
生

者、

一

切
を

制
す
る

主
、

已
生
、

未
生
の

も
の

の

父

な
り

」

（

雲

井
昭
善
訳）
。

こ

こ

で

は

梵
天

と

自
在
神
と

が

同
義

で

あ

り、

支

配

者
は

く
p

芻−
く

碧
菖

と

な
っ

て

い

る
。

す

な
わ

ち
く

器
鋤

と
い

う
用
語
が
神
の

属
性
を
表
す
こ

と
を

仏
教
は

知
っ

て

い

た

よ

う
だ．、

　

さ
て

こ

こ

か
ら
は
、

支
配
を

意
味
す
る
く

霧
餌

の

用

語
を

、

初
期
の

仏

教
や
初
期
の

ジ

ャ

イ
ナ
教
で

は

ど

の

よ

う
な
文
脈
で

使
用
し
て

い

た
の

か

を
見
て

み
よ

う
。

最
初
期
の

仏
典
の

ひ
と

つ

に

『

ス

ッ

タ
ニ

パ

ー

タ
』

が

あ
り、

そ
の

中
で

も
最
も
古
い

第
四

章
の

第
九
六
八

偈
か
ら

引
用
す
る

。

「

怒

り
と

高
慢
と
に

支
配
さ

れ

る

な
。

そ
れ

ら

の

根
を

堀
つ

く
し
て

お

れ
。

ま
た

快
い

も
の

も
不
快
な
も
の

も、

両
者
に

し
っ

か

り
と

、

う
ち
克
つ

べ

き
で

あ
る
」

（

中
村
元
訳
）

。

す
な
わ

ち、

自

身
の

精
神
状
態
で

あ
る

怒

り

欝
o
◎

に
 ）

と

高
慢
（
⇔
什

巨
99
）

に

支
配
（
＜
p
ω

巴

さ

れ
て

は

い

け
な

い

と

言
う

。

怒

り
と

高
慢
は

煩

悩
（

匡
霧
眇
）

と

言
い

換
え

て
も
よ
く

、

も
し
そ

う
で

あ
る
な
ら
自
身
の

煩
悩
に
よ

っ

て

主

体
が

支
配
さ
れ
て

は
い

け
な
い

。

　

初
期
の

ジ
ャ

イ

ナ
教
聖

典
の

ひ

と

つ

に

『

ア

ー

ヤ

ー

ラ

ン

ガ
・

ス

ッ

タ
』

が

あ
り

、

そ

の

第
一

編
は

最
も

古
い

と

さ
れ

て

い

る
。

そ
こ

か
ら

引
用

す
る
。

「

人
は

老
と

死

の

支
配
に

陥
り
や

す
い
」

。

す
な
わ

ち、

老

（

す
鼠）

と

死
（

皀
髯
o
二）

の

支
配
（

＜
p。

ω

鋤）

に

陥
る

の

が
人
の

常
で

あ
る

。

　

煩
悩
の

支
配
（

匡
Φ
ω

甲
く
9。

芻）

と

い

う
複
合

語
が

初
期

仏

典
『

ジ

ャ

ー

タ

カ
』

等
に

散

見
さ
れ
る．．

　
以
上
の

検
討
か
ら

何
が
い

え
る
の

か
。

バ

ラ

モ

ン

教
で

は

支
配
の

主

体

は
、

先
ず
は

神
や

上
位

者
で

あ
る

。

仏
教
や

ジ
ャ

イ

ナ
教
で

は
、

煩
悩
な

ど
の

支
配
の

原
因
が

、

そ
の

人
の

主
体
の

中
に

存
在
す
る

で

あ
ろ

う
。

一

闡
提
に
つ

い

て

南
　
部
　
千

代

里

一

闡
提
は

、

サ
ン

ス

ク

リ

ッ

ト
語
Hoo

冨
三
貯
9

の

音
訳
で、

大
乗
の

328（1162）
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